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環境報告原則／2001年度 社会環境報告書のアンケート結果�

環境報告原則�

リコーは2001年度、「環境報告原則」を制

定しました。これは、環境経営に関して、

ステークホルダー（利害関係者）の皆様の

判断に役立つ情報を提供するために必

要な項目をまとめたものです。環境報告

については、公的な原則や定まった用語

が確立していないため、企業会計原則を

参考にしています。�

1．環境報告は、企業の環境経営の状況に

関して、真実な報告を提供するものでな

ければならない。（注1）�

2．環境報告は、すべての環境経営活動の結

果を公正に表示しなければならない。（注2）�

3．環境報告は、利害関係者に対し必要な事

実を明瞭に表示し、企業が環境に与える

負荷に関する判断を誤らせないようにし

なければならない。（注3、注4）�

4．環境報告は、基礎データの処理の原則お

よび手続き並びに表示の方法を毎期継

続して適用し、みだりにこれを変更しては

ならない。（注5）�

環境報告原則（本文）�

注1．ここで企業とは、報告の範囲やレベルに応じて、
グループ全体、個々のグループ構成企業およ
びこれらのサイトを含むものとする。�

注2．情報を恣意的に選別してネガティブ情報の開
示を避けることは、すべての情報を公正に表示
することには当たらない。�

注3．企業が行う環境リスクマネジメントの状況は、利
害関係者の判断に影響を与える情報に含まれる。�

注4．報告書には、報告書を作成する日までに発生し
た重要な環境後発事象を注記する。環境後発
事象とは、報告期間末日後に発生した事象で、
次期以後の企業の環境経営の状況に影響を及
ぼすものをいう。�

�
重要な環境後発事象の例としては、次のような
ものがある。�
イ 　環境汚染などによる重大な損害の発生�
ロ 　多額の環境関連投資の実施または計画の発表�
ハ 　環境に関する重要な営業の譲渡または譲受�
ニ　環境に関する重要な係争事件の発生または解決�
ホ  重要な環境技術開発の発表�
重要な環境後発事象を注記事項として開示す
ることは、企業の将来の環境経営の状況を理解
するための補足情報として有用である。�

�
注5．継続性の変更は、正当な理由がある場合に認め

られる。正当な理由とは、処理又は表示の変更
により環境報告がより合理的になる場合を意
味し、企業の大規模な経営方針の変更、事業
の再編、急激な技術革新、関連法令・基準の
改廃などがある。�

2001年度 社会環境報告書�

アンケート結果�

リコーグループは、活動や情報開示の改

善を目的に、1998年版から、日本語版の

報告書にアンケート用紙を挟み込み、多く

の方々からのご意見をいただいてきました。

2001年版については、2002年6月末現在、

20,390部の日本語版の発行実績に対し

て94件の回答をいただきました。�

アンケート結果�

2001年版に対するご意見の一部と�
2002年度版での対応�

●リコーグループの活動内容についてどう評価

されましたか？�

1

●この報告書で特に興味を持たれたページが

ございますか？�

2

●この報告書をどのような立場でお読みになら

れていますか？�

3
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かなり評価できる� 評価できる�
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1位　生産（ごみゼロ）�

1位　環境会計　�

3位　社会貢献活動�

4位　リサイクル　�

4位　環境ボランティアリーダー�

6位　行政や地域との活動�

企業の担当者として� 学生� 製品のユーザーとして�

環境の専門家として� NPO その他� 無回答�

0 20 40 60 80 100
（%）�

27 13 12 10 6 527

●昨年秋、沼津事業所を見学して以来、貴社

の環境取り組み姿勢に敬服。講師をつと

める環境講座で紹介させていただきました。�

●概略を冊子報告し、詳細はホームページに

したほうが良いのでは。�

　「環境保全活動の歩み」と「ISO14001認

証取得状況」の過去年度分、およびタイ

プⅢ環境宣言の詳細はホームページに掲

載しています。今後も印刷物とホームページ、

それぞれの長所を活かして情報開示を充

実させます。�

�

●環境ボランティアに興味があっても、実際

に参加又は活動している人が少ないのが

現実なのでしょうか？2002年の活動ではこ

の数字がアップしていることを願います。�

　本年度は、さらに充実した活動を行いました。

「社会貢献活動のページ（p.61～）」をご

覧ください。�

�

●環境活動をLCAの流れで説明しているが

「製品の開発＆設計」の取り組みを加えた

らいかがですか？�

　「研究開発」のページ（p.31）を新設し、設

計に関する内容を記載しました。�

�

●費用対効果、投資効果、環境会計と言っ

た側面を充実して欲しい。�

　環境会計では、セグメント環境会計による

効果予測・測定（p.17、36、40、48、50）、

新たな指標の開発（p.74）、エコバランス

環境会計（p.77～）など、新たな取り組み

を展開しています。�

�

●リサイクルが日本国内だけのものか、国際

的なものかわかりにくい。�

　「リサイクル」をはじめ、各分野における日本以

外の事例を大幅に増やしました。グローバル

なリコーグループの環境経営をご覧ください。�
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